
 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸ付属ＥＢＳＤデータによるｒａｎｄｏｍ％評価 
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概要 

 ＸＲＤによるｒａｎｄｏｍ評価してきたが、ＥＢＳＤデータに応用するとどのような結果になるか 

   ＭＴＥＸ５．１．１付属データ試してみます。 

   評価はＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸを使用する。 

      ＬａｂｏＴｅｘの特徴は直接法で離散的データには適していない。 

   ＭＴＥＸは特殊Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法で、離散データに対し、半価幅を伴う関数で近似しているため、 

   見かけ上、１点データでも広がりを伴う ODF図を描画している。 

   入力されるデータは、ｅｕｌｅｒ角度データであり、ＯＤＦ図はｅｕｌｅｒ角度位置に積み重ねたデータ 

   である。ＬａｂｏＴｅｘでは、この積み重ねたデータを表示している。 

   一方、ＭＴＥＸでは、ｅｕｌｅｒ角度１点データに対し、大きな半価幅の関数に展開して積み重ねている

ので、Ｌａｂｏｔｅｘとは大分異なる。 

  

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＡＣＯＭデータ 

crystalSymmetry('m-3m', [2.9 2.9 2.9], 'mineral', 'Iron-alpha')}; 

ＭＴＥＸによる解析 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘによる解析 

 

 

 ｒａｎｄｏｍは検出出来ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍ 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 
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Ｆｏｒｓｔｅｒｉｔｅ 

  

Plot(ebsd) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

odf=calcODF(ebsd('Forsterite').orientations) 

  

LaboTex 

 

ｒａｎｄｏｍの検出は出来ない 



まとめ 

 ＥＢＳＤデータからｒａｎｄｏｍは検出出来ていない。 

 ＥＢＳＤデータは、解析に利用している粒径数が少なすぎてｒａｎｄｏｍ％評価に適さないと思われる。 

    一方ＸＲＤでは、極点図を５度間隔で測定すると、反射法で１５ｘ７２点位置に置いて 

    測定領域が広く、多数の粒径を同時に測定している。 

    この違いでｒａｎｄｏｍ％の検出が可能。 

 

    


